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11 月 10 日（水）第４回東京純心女子中学校説明会でのご質問に対する回答 

 

過日の説明会では、たくさんの皆様にお越しいただきまして、本当にありがとうございました。

その上、アンケート等でも有益なご示唆をたくさん頂戴いたしました。教職員一同、大変嬉しく思

っております。 

さて、説明会でご質問いただきながらその場では回答できませんでした、主なご質問に関しまし

て、遅くなりましたが、回答させていただきます。 

 

なお、『生徒募集要項』、及びそこに掲載されております「Ｑ＆Ａ」欄や、『学校説明会資料集』

中の事項に該当するご質問につきましては、若干割愛させていただきます。それらに関しましては、

恐れ入りますが、該当するページをどうぞご覧くださいませ。 

 

 

入試について 

 

１ ２０１１年の入試問題等に関して 

Ｑ ２０１１年入試は、例年と同じ出題範囲・出題傾向なのでしょうか。 
Ａ はい、同じです。 

本校では、新学習指導要領だけではなく、旧学習指導要領の範囲を含んだ出題をしております。お

預かりしたお子さんたちをしっかりと教育してゆくためには、旧範囲を含めた学習がぜひとも必要

だからです。したがって、入学試験のレベルを落とすことは考えておりません。これからも、基礎

的な力を図るものと共に応用的な力の必要な問題も取り入れた、バランスのよい入学試験を作成し

てゆきます。出題傾向は変わりませんが、設問の仕方を若干工夫しているところもございます。 
各教科とも、全受験者の平均点は６０点という設定です。午前入試（１次～３次）の難易度はすべ

て同じですが、午後入試（１日午後ＳＳＳ）は、午前入試よりも難しくなっています。 
 
Ｑ 社会や理科も難しいのでしょうか。 

Ａ 上述の考え方で出題いたしますので、先ずは、基本事項をしっかりと押さえてください。その上で、

事件や実験をきちんと説明したり、自分の言葉で考えをまとめたりする練習もしてくだされば、大

丈夫です。 
 
Ｑ 実際の答案では、採点の際にどんな考慮をしていますか。 

Ａ 合否の判定は、総合点によりますが、試験科目ごとの足切り点はありません。 

なお、科目ごとに考慮しております点を、以下に箇条書きで示します。 

国語 

  与えられた選択肢の解答から選ぶのではなく、受験生自身が積極的に問題文と関わり、筆者と対話

をしてもらいたいという視点から、若干、記述式問題を増やしています。 

① 漢字の「トメ」・「ハネ」などは減点の対象としています。 

② 記述式解答では、「部分点」を設定しています。 

③ 記述式解答で指定した字数に満たない場合は、減点の対象としています。 

④ 抜き出し式解答で、「誤字･脱字」のある解答も、減点の対象としています。 

算数 

① 記述式解答の余白の計算は、採点の対象とはしません。 
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② 記述式解答の場合、「途中式や考え方」に、「部分点」を設定しています。 

③ 「コンパス・定規・三角定規」の持参は禁じています。 

社会 

① 記述式解答では、「考え方」等に「部分点」を設定しています。 

② 記述式問題では、「漢字指定」という指示がなければ、ひらがなで答えてもかまいません。ま

た、「漢字指定」がある場合、誤字やかな書きの解答は、減点の対象としています。 

理科 

① 記述式解答では、「考え方」等に「部分点」を設定しています。 

② 記述式解答では、「漢字指定」という指示がなければ、ひらがなで答えてもかまいません。ま

た、「漢字指定」がある場合、誤字やかな書きの解答は、減点の対象としています。 

 

２ 出願の手続きについて 

Ｑ 初日の出願の順番は抽選で決まるということですが、早く行ってもだめなのでしょうか。また、早

い番号でないと不利になるということはありませんか。 

Ａ 毎年のことですが、１月２０日出願初日の頃は、とても寒い朝です。そんな中で、早朝からお並び

いただくのは、本校としましても大変申し訳ないことと思っておりました。 
そこで、数年前から以下のような手順を導入いたしました。朝８時までに来校された方は用紙にお

名前を書いていただき、午前８時過ぎに抽選をいたします。したがって、朝６時にいらっしゃって

も８時にいらっしゃっても同じ条件となります。なお、８時以降の来校者には、来校順に整理券を

お渡しし、順番をお待ちいただきます。なお、受付を始めてからの待ち時間は、大体３０分程度と

なっています。 
  早い番号を取ると合格するというようなことはございません。また、初日以降の出願でも受験生に

不利になるようなこともございません。ご心配なさらず、ご都合のよろしい時間帯でお出かけくだ

さい。 
 
Ｑ 願書の郵送はできますか。 

Ａ 出来ます。昨年度から始めました。 
  ただし、同時に窓口での出願も受け付けておりますので、先ずは、窓口を優先させていただきたい

と存じます。１月２２日（土）以降、順次開封受験票の返送となります。 
  昨年は、お忙しい方や受験番号にはあまりこだわらないという方にご利用いただきました。１００

名ほどの皆さまがご利用されました。 

 

３ 合格の判定について 

Ｑ 基本的には４科の合計で合否の判定をするようですが、その中に、２科の合計での判定もあるそう

なので、教えてください。 

Ａ 純心では、受験科目の総合点で合否の判定をします（ただし、科目ごとの足切り点はありません）。

１次～３次試験は「４科」のみの入試。１日午後ＳＳＳは「２科」入試です。 
午前入試では、全受験者の総合点により、８割から９割の合格者を決定します。なお、ずば抜けた

２科目の力を持っている受験生も大いに魅力的ですので、２割から１割程度の合格者を再度判定し

ます。昨年度は得点率７５パーセント以上の受験者から合格者を出しています。 
面接等はありませんので、合否の判定はこのように試験の点数で決定しています。 
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４ 入学の手続きについて 

Ｑ 入学手続きの際、申請書の締め切りと納入金の締め切りが違うようですが、これは他校の結果によ

っては納入金を振り込まなくてもよいということですか。 

Ａ はい、そのとおりです。 

  純心では、入学される意思がおありかどうかを「入学手続申請書」にて判断いたします。先ずは、

その書類を２月５日（土）１６：００までにご提出いただきます（期日を過ぎますと、ご入学の意

思はおありにならないものと判断いたします）。 
入学手続納入金は、原則銀行での振り込みですが、２月４日（金）、５日（土）、７日（月）のみ現

金による学校窓口での納入も出来ます。 
  「申請書を提出し、入学の意思はあるのだが、他校の結果を見てから」とお考えのご家庭もおあり

でしょう。納入金振り込みが２月７日（月）１６:００までになっておりますのは、他校様とよく比

較されご検討されてからで結構です、という私どもの思いです。６年間お嬢様を託す場所ですから、

じっくりとお考えになってください。 
  そして、他校様へご進学ということでしたら、「入学辞退届」を速やかにご提出ください（なお、「入

学辞退届」に関しましては、入学手続書類一式の中にございます。ファックスでご一報くださるだ

けで結構です）。 

 

登下校時のバスについて 

 
Ｑ 今後、スクールバスの予定はありますか。 

Ａ いいえ、今のところはございません。しかし、私たちは、学校と駅とのアクセスに関しましては、

まったく心配しておりません。 

京王八王子・ＪＲ八王子駅方面からは、生徒たちの登下校に合わせて、『ひよどり山経由純心学園行

き』急行バスが運行されています。約１０分から１５分で到着します。登校時間帯には７：３０過

ぎから８：０５前後までの間に、約５分おきに、合計８台の純心学園行きのバスがあります。なお、

列車の遅れ等で定刻のバスの発車に間に合わなくても、臨時増発というように便宜を図っていただ

いておりますので、ご安心ください。また、学校行事等の関係でいつもとは違う時間に下校をする

時でも、すべて臨時バス対応をしておりますので、とても便利です。 
福生方面からは、二の宮経由（ＪＲ五日市線東秋留駅より徒歩約５分）で２５分前後の所要時間に

て到着します。八王子方面と同じように、生徒たちの登下校にあわせて純心学園行き（または、東

京富士美術館行き）が運行されています。 
  経済的なご負担等を考え合わせましても、路線バス対応の方に分があるようです。 

 

学習面について 

 

Ｑ 純心は、学習面でも、とても面倒見がいいと聞いています。学習に関する学校の基本的な方針があ

りましたなら、教えてください。 

Ａ 純心は、さまざまな場面において、生徒たち一人ひとりに、きちんと向き合いたいと考えている学

校です。この姿勢は、学習面にも生かされています。 

生徒たち一人ひとりと向き合い、その子どもに合った「きめ細やかな指導」を徹底させたい、とい

うのが私たちの願いです。具体的には、６年後、生徒たち一人ひとりが自分の希望する大学に合格

できる学力をつけるために、学校全体の授業に取り組む体制を強化し実践してきました。 

① まず、教員一人ひとりがしっかりとした授業を行なうこと。 

② 国公立大学、理科系、難関私立大学へ照準を合わせるため、新カリキュラム《純心エデケー
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ショナルデザイン》を始動させ、大学センター試験の得点率を上げること。そのための基礎学

力を高校１年生までの４年間で養うこと。また、高２・３生では、自分の進路に合わせた受験

科目を用意し、少人数習熟度別の更なる展開で、密度の濃い授業を行なうこと。 

③ 火曜日と金曜日を補習の日と定め、授業進度の遅れがちな生徒をケアーするとともに、興味

や関心のある科目を伸ばすための講座も準備すること。なお、高３生には、「センター対策補習」

として、平日の放課後をそれにあてること。また、長期休暇中の講習を充実させること。 

④ 進路指導計画のなかにキャリアガイダンスや外部講師による講演等を依頼しながら、生徒た

ちのモチベーションを持続させ、高める工夫を取り入れること。 

その上に立って、クラス全体がお互いを支え合いながら一緒に頑張ってゆこうとする雰囲気を作っ

て来ました。１学年１３０名程度、全校でも８００名程度の小規模な学校ですから、そのよさを最

大限生かす形を模索しています。 

 

Ｑ 娘は将来理系に進みたいと思っているようなのですが、理系の授業や進学先はどうなっていますか。 

Ａ 中学から高１にかけて、理系科目では、数学に時間数を多く割いています。宿題等もほぼ毎日出ま

すので、復習を兼ねてしっかりとやっていただきます。新カリキュラムの導入とともに、体系数学

（代数：４、幾何：２）を取り入れています。１週間の中で二つの領域を学び、演習の時間を確保

しながら、家庭学習の習慣化に繋げてゆきます。中２からは少人数制、習熟度別授業を取り入れ、

生徒の能力に合ったペース配分で取り組んでゆく仕掛けを採っております。中３の半ばあたりから

高１の内容に入ってゆきます。高校では７つのモデルコースに合わせて、少人数制、習熟度別授業

となり、進路別のケアーを行なっています。また、センター演習の時間も確保しています。 

理科に関しましては、中学では化学・物理・生物・地学の分野に体系的に取り組み、それぞれの分

野の統合を図りながら進めてゆきます。高１では文理どちらにも対応できるよう、化学・物理が必

修です。高２からは文理に分かれますので、理系は生物を含めて３科目に取り組みます。少人数制、

習熟度別授業を採用し、それぞれの進路に向けた総仕上げをしてゆくことになります。 

  ２０１０年の理系卒業生の進学先は、医学・歯学・薬学・獣医関係２６％、看護・医療・福祉関係

２３％、生命科学・管理栄養関係２４％、理学・工学・農学関係２７％となっています。元来、本

校では薬学部志望者は多かったのですが、最近では医学・医療関係、理学・工学関係の志望者が増

える傾向にあります。 

 

Ｑ 現代を生きてゆくにあたって、歴史、特に近代史や日本、アジアの歴史などの勉強の重要性を痛感

しております。純心の社会科では、この部分をどのように考えていますか。 

Ａ 純心では、近現代の歴史、つまりアジアをはじめ世界と日本がどのように関わりあって、今日まで

歩んできたかを学ぶことが、現在の国際情勢を理解する上で大変重要であると考えています。その

ため、高１で学ぶ世界史を、古代からではなく、１９２９年の世界恐慌から現代までの約８０年の

世界の歩み（もちろん、日本も視野に入れながら）をじっくりと学ぶ機会にしています。ここに至

るまでには、中学での下地作りが重要なのは申し上げるまでもありません。中１で世界と日本の地

理を学び、中２の歴史で日本とわが国に影響を与えた世界の諸地域を意識させ、中３の公民で現代

の私たちの社会に目を向けさせます。その上に立って、生徒たちの祖父母の世代が生まれて生きて

きた「昭和」の時代を学び、今の自分とのつながりを意識させ、これからの自分の歩みの方向性を

考えさせる端緒としています。 

 

Ｑ 純心は英語教育に定評のある学校ですが、娘は英語を習ったことがありません。入学前に何かやっ

ておいたほうがよいでしょうか。 

Ａ 小学校で習っていない子どもたちを念頭において、ＡＢＣの初歩から始めていますので、ご心配は

いりません。現在、純心では、検定教科書よりもレベルが高く、人間形成の面で内容も充実してい

る『プログレス』をテキストにしています。授業を工夫し、楽しく学ぶことが出来るように心がけ

ています。補習や講習でもフォローしていますので、ご安心ください。 

  新カリキュラムの導入とともに、音声指導にすぐれている『フォニックス』を使い、本格的な英語

に耳から慣れてゆく工夫をしながら、「読む」・「書く」・「聞く」・「話す」力を総合的に育てています。
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ＡＢＣの初歩から始めた生徒が、校内や校外でのスピーチコンテストで流暢な英語を話している姿

は感慨深いものです。普段から小テストやノートチェックなどもこまめに行ない、生徒たちの〈仕

える英語〉をサポートする体制には定評があります。 
 

以上 


